Courtiers and Warriors: A Search for Equilibrium in Koryô Society by シュルツ  エドワード Ｊ.
武官と文官―高麗王朝における均衡状態の模索





その他のタイトル Courtiers and Warriors: A Search for
Equilibrium in Koryo Society
URL http://doi.org/10.15055/00002806
武官と文官一高麗王朝における均衡状態の模索
エ ドワ ー ドJ.シ ュ ル ツ
ハワイ大学
機能的な社会において、武人と軍事力が果たす役割は不可欠である。時に武人の役割はわか
りやすいものだが、統治機関に吸収 されてわか りづらい場合 もある。統治権者であれば、武人
と廷臣、すなわち最終的に法と秩序を確立する役目を担 う者 と、直接的な武力に訴えることな
く統治を行お うとす る者 とのバランスをとらなければならない。朝鮮最後の王朝、李氏朝鮮
(1392-1910)で は、文官の優越とい う考えが採 られていた。つま り、廷臣が統治をするとい う
ことである。20世 紀に入ってか らも、韓国は武人対廷臣、軍対民とい う対立の解消に取 り組





し、秩序ある行政機関による統治を目指 した。しかし依然 として軍人は時の英雄であ り、武力
こそが優劣を決める決定的要素だった。新羅が滅亡すると、朝鮮では各地で対立が激化し、再
び武人が国の命運を左右する存在 となる。














新 しい支配者の甄萱が現れ、その北、半島中心部に、まず弓裔 とい う一人の戦士が、続いて高
麗王朝の創始者、王建(WangKon)が 登場する。彼 らは、戦場などで戦略的同盟を結びなが
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ら力を増 していった。 しかし、朝鮮統一を目指す武将として登場 したのは甄萱 と王建(Wang
Kon)で あった。
王建(WangKon)は 朝鮮西海岸お よび中国での海洋貿易で財をなした名家に生まれ、臨津
江(イ ムジン川)河 口近 くで育った。若い頃に地元の有力者だった弓裔の下で軍隊を率い、卓
越 した指導力 と巧みな戦術を見せっけた。彼はたちまちにして卓越 した武将となり、918年 に
は弓裔を倒 して高麗王朝を設立 した。王建(WangKon)が 成功 した理由の一つに、弓裔が次
第に暴君と化 し、常軌を逸 した行動をとるようになったことがあげられる。さらに、連合関係
を結ぶことによって、自らの権威を高め、安全を確保 しようとした他の武将たちの信頼が厚かっ
たことがあげられる。918年 に王位につ くと、半島の支配をめぐって、王建(WangKon)は 甄
萱 と対峙せざるをえなくなる。海上戦での知識ばかりでなく、地上戦での戦術でも優れた能力
を発揮 した王建(WangKon)は 、10年 以上にわたる抗争の末に甄萱を倒 し、936年 に国家の統
一を果たした。
王建(WangKon)が 国家を統一できた理由は、武将としての彼の力にある。 しか し、新 し
い国家を支配 していくためには、王として指導力を発揮するしかなかった。彼は、古 くから多
くの武人を悩ませていたジレンマに直面した。戦に勝利 した武人の要求 と期待を満たしつつ、
いかにして統治 と安定を実現していくか、とい うことである。高麗では、1世 紀近 くにわたっ
て戦乱が続き、その間、武人が政策を決定していた。 しかし、新 しい指導部が生き残っていく
ためには、戦争への動きを抑え、平和志向の統治を進めてい く必要があった。王建(Wang
Kon)は 、軍事的同盟者たちを満足させながら、彼 らを廷臣へ と転向させる方法を模索 した。




体化 させる方法を探 り続けた。協力者や地方の他の領主が強くな りすぎないように、彼 らに一
族の者を其人(kiin)と して宮中に上がらせた。こうした人質政策は様々な面で効果を発揮 し、
この政策のおかげで、彼は自らの権力を不動のものとすることができたのである。さらに彼は、




教えがある。王朝を創設 した時か ら、王建(Wang:Kon)は 、す ぐれた行政機構 を積極的に構
築 し、有能な人材を登用 し、官吏には自らの職務を適正に果たすよう命 じた1。943年 に亡くな
る以前に、彼は、自らの子孫に10の 戒めを遺し、仏教を広め、政治機構の崩壊 を回避す るよ
う命 じた。 とりわけ彼はす ぐれた統治に努めた。そ して、彼の考えによれば、そのためには、
批判を謙虚に受け入れる優秀な官吏が求められるのであった。彼は官僚 として能力に長けた者
を政権 に登用 した。そ して孔子の言葉で10の 戒めを表し、一族の者に対 して、誠意ある批判
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には耳を傾け、徳 と慈悲による支配を行 うよう命 じた。 しかし彼は、武人を大事にするように
言い添えた。 曰く、「戦士にはや さしく、そして手厚くせよ。強制労働の負担を軽 くしてやれ。
毎年秋には戦士の査閲を行 え。勇敢なる者には行賞を与え、昇進 させ よ」2王 建は、武人と廷
臣の双方に報いる政策を実行 したのである。
王 朝 に お け る 文官 の権 限強 化 と武 官 に対 す る優 越
王建(WangKon)の 死後数十年にわた り、後を継いだ王は、文人主導の組織や廷臣を政策
の実行にあたらせ、武人をその支配下に置 くとい う方針を採った。彼の死後、その3人 の息子、









高麗王朝の第4代 国王、光宗(Kwangjong)は 、っいに政権の敵 と直接に対峙 し、政権の基
盤を確固たるものとした。武将の動きを抑えるべく、彼は様々な政策を実行 した。積極策 とし
ては、皇帝を名乗 り、開京を皇都 と呼ぶことで、王家の威信を高めようとした。 さらに文民出


















エ ドワー ドJ.シ ュル ツ
よりも文官が優越す る結果になるであろ う。
成宗(Songjong)(981-991)の 治世では、武人と廷臣の区別が明確になった。もともとヤンバ
ン(両 班)と い う言葉は、文官 と武官の区分を表すものであったようだ。やがて、両者 を分け
る兆候が見え始める。高麗初期の思想家である崔承老(Ch'oeSungno)(927-989)は 、28項 目
にわたって成宗(Songjong)の 功績を褒 め称えた文章で、文官の重用を目的とした、この新 し









権に人材 を登用す るためのす ぐれた方法 となった。成宗(Songiong)は 首都に学校を設立させた。
その 目的の一つは、科挙に備えて学者を教育することであった。さらに彼 らを地方に派遣 して、
そこでの教育にあたらせた。10世 紀の終わ りには、官僚支配の確固たる基盤が完成 した。
これ と平行 して、成宗(Songjong)と その後継者は、軍事組織の整備に努めた。995年 頃か ら、
高麗王朝は二軍六衛(theTwoArmiesandSixGuards)を組織し、これらが高麗における常
備軍 となった。こうした組織には、第一代王の味方武将を髣髴 とさせる要素もあったが、王朝







こ うした改革に伴い、次第に武人は廷臣に支配されるようになった。そ してその傾 向は、
998年 に実施 された政府内の階級改革により、いっそ う顕著になった。この改革によって、政
務と軍事が二分 されたのである。かいつまんで言えば、2段 階9等 級の階級制度が出来上が り、





140結(kyol)を 受け取った。 こうした格差は、1076年 まで続いたのである7。
武官が文官よりも冷遇されていた事実は、2つ の北部国境警備区域が、第3等 級上位 という
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地位 に ある、文官 の兵馬使(py6ngmasa)の 指揮 下に置かれ た こ とか らも明 らかで あ る。 二
軍六衛(theTwoArmiesandSixGuards)でも、軍事力 の集 中が抑 え られ た。つま り、各部
隊を分離独 立 させ 、一 人の軍人 が軍全体 を動かす ことがで きない よ うに したのだ。軍隊 はさ ら
に、 ほ とん どの場合 に文官 が長官 を務 め る、兵 部の管轄 下 に置かれ た。
成宗 の治世 か ら1170年 に軍事 クーデ ター が起 こるまでの あいだ、 高麗 では、意識的 に文官
優越策 が採 られ た。文 民たる廷 臣が、支配 的な地位 を独 占したので ある。武官が外交使節 と し
て 中国 を訪 問す ることは皆無 と言 ってよか った。また、武 官が政府 の最 も高 い地位 に就 くこと
も、 あるいは国の重要政策 を審議 す る、枢密院(SecurityCouncil)に 参加 す ることもほ とん ど
なかった。武官 が政策決定にほ とん ど関与で きない とい う実態 は、毅宗(Uijong)の 治世(1146-
1170)に さらに明 白になった。 当時、文 民主導 の政権 内で官職 に就 いていた のは96人8。 十 分
な資料が ない ため、これ らの人物達 のそ の後を正確 に調査 す ることはで きない。





これ らの人 々 は、 文民 主導 の政 権 で、 特 権 的部署一 中書 門下 省(RoyalSecretariatand
Chancellery)、 枢密 院(TheSecurityCounci1)、御 史 台(theCensorate)、 お よび 六部
(theSixMinistries)一 にあ り、 しか も科 挙制 において知貢 挙(officialexaminers)を 務 め
る者で ある。 うち、5人(5%)が 、武官 の家系 とされる。 ただ し、5人 はいずれ も、最高 の政
策決定機 関であ る、 宰相(TheStateCouncil,Chaesang)に参加 してい ない。 軍事政 策 を決
定す る枢 密 院(TheSecurityCouncil)、文 民支 配 の と りで で あ る、 吏部(theMinistryof
Personnel)、 礼部(MinistryofRites)、 お よび 台諌(theCensorialorgans)にも全 く参加 し
て い な い 。 しか し、2名 が兵 部(theMinistryofMilitaryAffairs)に、また 、刑 部(the
MinistryofPunishment)、戸部(theMinistryofRevenue)、お よび工部(theMinistryof
PublicWorks)に それぞれ1名 が入省 してい る。うち3人 は、名 前ばか りの 尚書省(Department
ofMinistries(Sangsodosong))の 一員 で もあった9。
政府 は 国の運営 に民間 の学者の教 えを導入 した。 当時 の有力 なイデ オロギー は、儒教の教 え
に基づ くものだった。王朝初期の頃は、 中国の統治規範 を取 り入れ 、 さらに、ある中国の教 え
を忠実に守 った。す なわち、いい鉄で釘 を作 らない よ うに、優れ た人材 を兵士 にす るな と。慶
州金氏、光 山金氏 、慶源李氏、海州崔氏 な どの文官 の家系が、特権 的地位 を独 占 した。 当時の
中国 と同 じく、文官が特権的地位 を独 占 し、文民官僚 が社会階層 の頂点に立っていたのである。
国防の必要性 が増大 した時期 にこ うした文官偏重 の傾 向が強 まったこ とは、皮 肉なめぐ り合
わせで あった。993年 、高麗の北方 にい た契丹が、初 めて侵攻 してきた。 最初 こそ高麗王朝は
その攻撃 を凌 いだ もの の、10世 紀初頭 には契丹 か らの2度 の更な る攻撃 を受け、 国土は疲 弊
した。強 固な国防の必要性 は明 らかだ った もの の、契丹 に対峙 した軍 の指導者は、訓練をっん
だ軍人で はな く、官僚で あった。か く して、政府 は開京 と宮廷 の防衛 のた めに常設の皇都 軍 を
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動員 し、さらに文官の指揮の下、敵を撃退すべく緊急部隊を北へ向かわせたのである。政権内
部のごたごたが、1009年 には契丹につけいる隙を与 えた。北西部を管轄する指揮官、康兆が
王朝の方針に不満を抱き、1009年 に毅宗(Uijong)を 王位から引きず りおろした。契丹はこの
機に乗 じて攻撃をしかけたのである。




乗 り出さざるをえなかった。1135年 に、一人の僧が政権の分裂を狙って、北部に新 しい首都
を建てた時も、やはり軍隊の出動が要請 された。こうした事件のたびに、武官は文官の命令に
従わなければならなかった。なぜなら彼 らが政策を決定 したからである。 しか し、軍部の支援
がなければ叛乱を鎮圧することはできず、武将は政権の維持に自らが果たす役割を決 して忘れ
なかった。
武人の社会的地位は曖昧であった。文官も武官も、9等 級の第5等 級以上になれば、 自動的
に特権を与えられる。たとえば、官位の後継者を指名する権利、子息を特別な学校に入学 させ
る権利、土地の払い下げを受ける権利などである。杞渓廬(:KigyeNo)や 忠州梁(Ch'ungju
Yang)氏 といったエ リー ト軍人の一族は、文民が占めていた高い地位に親族を就けた。1110
年、王朝は軍事試験を採用し、各階層に必要な能力が定められた。能力に基づ く兵の採用は、
軍のプロフェッショナリズムを高める結果となった。
しかし、12世 紀の中ごろには、すでに軍人の不満は頂点に達 し、彼 らは政権に叛旗 を翻 し
た。彼 らの不満は、12世 紀始めの数十年間にわたって燻 り続けていたのである。当初は高く




遇されていたのである。これは実に皮肉な状況である。なぜな ら高麗のエ リー ト文官は、女真
族の撃退に失敗 した中国宋の体制を模範 として、自国の支配体制を築き上げたと言っても過言
ではないからだ12。さらに、こうした事件が、軍部の地位にさらなる影響を及ぼしたとも言え
よう。1140年 代に北方の国境地帯が安定すると、王朝は、国境警備の必要性 をあま り感 じな
くなった。そのため、「軍部の力が低下 し、官僚に有利な状況をもた らした13」と言える。 こ
うした経緯から、文官支配の下、武官は不満をつの らせていったのである。
軍部の不満は毅宗(uijong)の 時代(1146-1170)に 爆発 し、1170年 にはクーデターが起 こっ
た。毅宗(Uijong)は 、快楽 と旅行を好んだ。深夜におよぶ宴では、軍人が毅宗(Uijong)の そ
ばに立ち、泥酔した彼とその側近の警護を行った。文官は傲慢になり、時には警護iの者に向かっ




ト官僚 の一族 の廷 臣が冗談 のつ も りで燃や して しまった とい う14。宦官 も武 官を馬鹿 に し、一
触即発の状態になった。 于学儒(UHangyu)と い う軍人は、軍人の鬱積 した不満 を次 の よ う
に吐露 した、 「かつ て私 は、父か らこ う言われ たこ とがある、『軍人はあま りにも長 い間不当な
扱いを受 けてきた。怒 って当然 ではないのか?』 と」15










か ら、奴婢の出身で、前王の毅宗(Uijong)を 殺害 した とされる、李義旻が政権を握 る機会を
得た。彼 は10年 以上にわたって王国を支配 したが、当時国内では、奴婢や農民、および僧の
反乱がいたるところで勃発し、国家崩壊 も間近と思われる有様であった。 このように、政治的
に も社 会 的 に も不安定 な状 況 が頂 点 に達 した ところで、新 た な軍人 、崔 忠献(Ch'oe
Ch冠ngh6n)が 登場するのである16。
エ リー ト軍人の血筋を標榜する崔忠献(ChbeCh芝ungh6n)と その子孫は、ただちに国家の再
建に着手 した。そして、以後60年 を費や して、様々な変革と構造改革を行い、その結果、高
麗には一定の安定 と治安がもた らされた。崔忠献(Ch'oeCh'ungh6n)は 、徐々に様々な政策を
行ったが、つまるところそ うした政策は、彼の権威を確固たるものとし、政権の分裂を招 く勢
力を抑え込むためのものであった。結局、彼は二元的構造に依存することになるのである。つ
























文官主導の構 造にあって、軍人 の血 を引 く者 の割合 が低 いこ とは一 目瞭然 である。文官 が組
織 の54%(43人)に 達 してい るこ とか ら、 この 「武人 支配」 の時代で も、 官職 にお いて は文官
が優 勢であった ことが明 らかである。 同様 に、科挙 は、文民が公職 につ くための登竜 門 として
相 変わ らず 重要で あった。 少な くとも、20人(25%)が 試験 に合格 してい る。 崔忠献(Ch'oe
Ch'ungh6n)の 時代、試験 は頻繁 に開催 され 、年 間合格者数 は飛躍 的に増加 した18。
依然 として文官 出身者 が、宰相(theStateCounci1)の 役職 の ほとん どを独 占した。 定安任
ChonganIm、 昌原崔Ch宜ngwonChbe、 慶州金氏 といった名家 出身者 が名 を連 ねてい る。毅
宗(Uijong)、 明宗(Myongjong)、 神宗(Sinjong)(1197-1204)の 三人 の王 の姪 である任濡(Im
Yu)は 、崔 忠献(ChbeChミungh6n)が 政権 を握 った 当初か ら、宰相(theStateCouncil)の 役
職 につ いた19。崔讌(ChbeTang)と崔読(Ch'oeSon)は 兄弟 で あ り、東 州崔氏の一族 だ
が、 共 に科挙 に合格 し、宰相(t:heStateCouncil)の 一員 であった20。慶 州金 氏の血 を引 く金
鳳毛(KimPongmo)も名 家の出で 、 しかも崔忠献(Ch'oeCh,ungh6n)と 近 しい関係 にあっ
た人物で ある。21他 にも、海州崔氏一族 と文化柳氏一族 がいる。 このエ リー ト集 団の中に名 前
が見 当た らないのは、1世 紀前 には政権 の中枢 にいた、慶源李氏お よび光 山金氏一族であ る。
崔忠献(ChbeCh芝ungh6n)は、文官 の一族 と文官 主導の構造 を支 え として、 自らの権力を
維持 した。1196年 に政権 を武力で勝 ち取 った時か ら、彼 に とって、正 当性 が最 も重要 であっ
た。その重大な時期 にエ リー ト文官の協力 を取 り付 けた ことで、彼 は 自 らの権限 を確 固た るも
の に したので ある。行政能力に長 けた文官指導者た ちは、国の支配に必要な専門的知識 を提供
し、彼 の権力 を確保す るに当たって手腕 を発揮 したのである22。彼 は、宰相(theStateCouncil)
と各部 を通 じて政 治 を行い 、 さ らに、 これ ら組 織で 自ら様々 な役職 をこな した。 さ らに台諌
(censorialoffices)の 活動に も関心を持 ち、 ここで も役職 に就いた。
崔忠献(Ch'oeCh'ungh6n)には、従来 か らの王朝 の統治機構 を無視 す ることができなかっ
た。後世 の歴 史家 は、彼 の支配 を 「王権の汚れ た奪取 」 と位 置づ けてい るが23、,崔 は王室に関
す る問題 を検討す るた めに、意識的に宰相(theStateCouncil)を 召集 した。特 に神 宗(Sinjong)
の死期が迫 る と、王権 の移譲 に当た って安定性 が担保 され てい るこ とを印象付 けるた め、彼は
宰相(theStateCouncil)の 力 を頼 った。 王族 の処遇 に関 して新 たな問題 が生ず る と、論議の
ために再 び宰相(theStateCouncil)を 召集 した24。宰相(theStateCouncil)の メンバ ーは頻
繁 に彼 と面会 し、儀式や政府主催の宴 に出席 した25。
文官主導 の構造 では、文民が役職 をほぼ独 占したが、軍事色 が強 くなってい るこ とは明 らか
だ った。 兵部(theMinistryofMilitaryA登airs)では、確認 され た6人 の うち、文 官であ る
こ とが 明 白なの は半数 にす ぎない。 御 史 台(Censorate)で もこの割合 は 同 じであ る。 毅宗
(Uijong)の 時代 とは明 らかに異な り、軍人 は、主要 な政府機 関で重要な役割 を果た していた。
崔忠献(ChbeCh,ungh6n)は重房(theCouncilofGenerals)を再編成 した。 これは も と








崔忠献(ChbeCh「unghδn)は 、息子の璃(U)(d.1249年)が 次の王になるように画策 し、璃
(U)は 自らの権力を息子の抗(Hang)(d.1257年)に 譲った。璃(U)の 治世には、モンゴル とい
う新たな敵が高麗を脅かした。この強力な敵に対峙するために崔(Chbe)氏 は、政権内の勢力
とその私的軍隊を動員 した。 こうした組織ではモンゴルの勢いを食い止めることができないと
わかると、崔(Chbe)氏 は僧や農…民を動員し、さらに新たな部隊を編成 した。 しかし崔(Chbe)
氏の必死の努力にもかかわらず、高麗はモンゴルを撃退することができなかった。モンゴルが
もたらした混乱によって崔(Chbe)氏 の権限は弱ま り、文官による支配の復活に道を開いた。
崔(Chもe)氏 の最後の支配者、崔竝(ChbeUi)が1258年 に倒れる前か ら、文民による支配が
再び始まっていた。実際には、武人政権時代にも、文民による支配が完全になくなったわけで
はない。 ほぼ1世 紀にわたって軍人が政策 を決定 していたが、彼 らは文官の専門的意見に頼 ら
なければ、有効な支配ができないことに気 がついたのだ。文官のリーダーシップを維持するこ




















主導権争いの時期を経て、 日本では源頼朝が、そ して朝鮮では崔忠献(ChbeChhngh6n)が 登
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場し、それぞれの国を新 しい方向に導いた。この二人の将軍は支配権を握ると、 自らの行為を






範を維持 したのである。崔(Chbe)氏 と高麗王朝 との関係 と比較した場合、鎌倉幕府の階級制




て、武人政権時代に全 く力を持たなかった としても、王は正当性を体現する存在であった。 日
本では、地方自治や武士文化が育った。朝鮮ではそれ と対照的な現象が起こった。崔忠献(Ch'oe
Ch芝unghon)は 国家を支配するために、私的な組織 を整備 しながらも、王朝内の多くの機関を
復活させ、エリー ト文官と密接な協力関係を持ち、それによって文民主導 とい う伝統の重要性
を再確認 したのである。
高 麗 王 朝 後 期
文官の指導者が国家全体に支配を回復するまでには時間がかかった。始まりは1258年 の崔
誼(ChもeUi)の 暗殺であった。文官の柳暾(YuKyong)と 武官の金唆(KimChun)は 、
崔竝(Ch'oeUi)暗 殺に加担 したが、かつて馬丁だった林衍(ImYon)は 計画を変更して金
(:Kim)を 殺害 し、父の後を継いで王位 についていた元宗(Wonjong)(1259-1274)を 退位させ




軍を組織 したものの、結局、高麗とモンゴルの連合部隊によって1273年 に鎮圧 された。その
後、モンゴルが、文官主導の高麗を支配することになる。
高麗の人々は、武人政権の時代を決 して忘れることはなかった。後世の儒教学者は、武人政
権の時代を、文民支配 とい う基準からすれば常軌を逸 した時代だと評 したが30、武人政権以後





の鎮圧のために、王朝は軍隊の力を借 りた。そ して鎮圧に成功すると、モンゴルは以前か ら計
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画 していた 日本侵 略のためにその軍隊を派遣 した。武力に よって高麗 を征服 したモ ンゴル人は、
勇猛果敢 な武人 を信頼 し、軍事的伝統 を重 ん じた。 モン ゴル は、支配 のために武人 を利用す る
ことを躊躇 しなかったのである31。
JohnDuncanに よれ ば、1260年 か ら1394年 にか けて、2660人 が文民 主導の官僚機構 で官
職 に就い ていた32。 この時期の宰枢(StateCouncilor)800人 の うち、Duncanが 出身 を確 認 で
きたのは689人 で あった。その うち11%に あた る79人 は、軍人 の一族 の出であった。確 かにこ
の割合 は、武 人政権 時代 よりも低い。 しか し、1170年 のクーデ ター以前 に比べれ ばは るか に
高い数字で ある。Duncanは 、墓碑銘 に名 前を刻まれた人物 の経歴 を調 べ、昇進の傾 向を明 ら
かに しよ うとした。彼 が調査 した20人 の うち、武官 か ら王朝 内の特権 的 な役職 に就 いた者 は
7人 であった33。
この7名 の うちの5名 が 、 宰枢(StateCouncilor)に就 任 してい る。 鄭仁 卿(Chong
Ingyong)、 元善之(WonSonji)、 お よび趙延寿(ChoYonsu)の3人は、父や祖父 が王朝 の
高官で あった。Duncanは 、平壌趙Py6ngyangChoの 血 を引 く趙延寿(ChoYonsu)の 例 を
詳 しく取 り上げてい る。彼は蔭敍(theprotectiveappointment)によって様 々な官位 に就 いた
後、軍の録士(Recorder(noska))に なった。17歳 で科挙 に合格 し、文武両面で役職 に就いた。
31歳 の時に はす で に宰枢(StateCouncilor)に 就任 してい た34。他 の2人 も趙 と同 じく軍人 の
一族の出で、 当然の こ となが らく文武 両面で役職 に就 き、政権の最高位 にまで上 りつめた。
忠穆(Ch'ungmok)王(1344-1348)および 忠 定(Ch'ungjong)王(1348-1351)の時 代 の 宰相
(StateCouncil)の 構成 を見て も、 この点 は明 らかで ある。 この2人 の王の時代、78人 以上が
宰枢(StateCouncilor)に 就任 した とされ るが 、その うちの14%に あた る11人 は、 明 らかに軍
人の血筋 を引いてい た35。つま り武官の宰枢(StateCouncilor)の 数は、武人政権時代ほ ど多 く
はない ものの、武官 が宰枢(StateCouncilor)に 就任 す るこ とが ほ とん どなか った高麗 王朝初
期 に比べ る と明 らか に多い。
Py6nTaesopが 独 自に行 った高麗後 期の研 究か ら、 さらなる事 実が明 らか になった。 高麗
王朝の外交使節 として元王朝 に派遣 された官吏 の多 くが、武官 とい う肩書 きであった とい うの
だ。趙仁 規(ChoIngyu)な どの通訳や前 述 の鄭仁卿(ChongIngyong)は武 官で あった。
これ らの者や軍人一族 の出身者 は、高麗王朝後期 に様 々な役割 を果た してい る。た とえば、宮
廷顧 問、外交使節 、 あるい は宰枢(StateCouncilor)で ある36。示禺(U)王 の治世(1374-1388)下
で、軍人 は特 に積極 的な役割 を果た した。次第 に曖昧にな りつつ あった 、武官 と文官の境界線
をた め らわず に越 えていったのだ。文武両方 の官職 を同時にこなす者 もいれ ば、科挙に合格 し
なが ら、武将 となる道 を選 ぶ者 もいた37。社会 的に見れ ば、エ リー トー族 か ら学者 や武 将 を輩
出す る場合 と構 図は同 じであ る。文民一族 の女性 が武 官一族 の男性 と結婚 し、学者 の息子が武
将 の娘 と結婚 した38。
高麗 王朝 の初 期 に比べれ ば、軍人は はるか に恵 まれた地位 にあった。1170年 のクーデ ター
の精神 的ダメージ と、その後1世 紀 にお よぶ武人支配のおかげで、文官 の傲慢 な態度 は影 を潜
めた。 さらに、約100年 のあいだ、高麗 はモ ンゴル の支配下に置かれた。 もともとモ ンゴルの
支配者 は、軍人 を優 遇す ることも冷遇す る こともなかったため、軍人 は、過去 の呪縛か ら解放
49
エ ドワー ドJ.シ ュル ツ
され、勢力を拡大 していったのだ。モンゴルが宗主国としての役割を果たすこともあったが、
高麗はやはり、南か ら執拗に攻撃する日本の海賊、さらには北から攻め込む契丹から自国を守


























































まって、高麗は、 日本のような群雄割拠に陥ることがなかったのである。 しか し、文官主導の
宋の衰退 を目の当た りにし、さらには特権階級たる軍人による支配 とい う本来の伝統に気づく










5こ れ ら の ポ ス ト に す べ て 人 員 が 配 置 さ れ た 場 合 、 合 計 は45,000人 と な る 。 外 国 か ら侵 略 を う け た 場
合 や 内 乱 が 発 生 し た 場 合 、 こ の 規 模 で あ れ ば 大 き な 勢 力 と な り う る が 、 全 国 的 な 徴 兵 制 度 の 実 施 に よ っ
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て 、 高 麗 の 軍 隊 の 規 模 は 著 し く拡 大 し た 。Ko■y6pyδngjesay6ngu(以下,Py6ng:iesa)(Seoul,
Ilchokak,1968)の 、YiKibaek,"Koryδkyδnggunko,"を参 照 の こ と。
6.HughH.W.K:ang,編TheTraditionalCul七ureandSocietyofKorea:ThoughtandInstitutions
(Honolulu:Cen七erforKloreanStudies,1975)の、 リー"MilitaryTradi七ion,"p.16を参 照 の こ と。さ
らに 、Py6ngjesa,":Kory6kuninko,"pp.82-130.五eeの指 摘 に よれ ば 、肋 幼 αη ∬〃oん の家 系 が 絶 え
た 場 合 、 第6等 級 以 下 に 属 す る官 吏 の 子 息 、 も しくは 資 格 を 有 す る農 民 の 中 か ら選 ば れ た 者 が 後 を継 ぐ。
疏θ肋 励 απ ∬加 々 出身 者 は 、官 職 に就 く こ とが で きた 。
7.Kory6ch6ngch'ichedosay6ngu,(以下Ch6ngch'i)(Seou1:Ilchokak,1971)の、p.345.Pyδn
Taes6p,"Kory6mubanyδngu,"(以下"Muban")。
8.Shultz,"MilitaryRevoltinKory6:The1170Coupd'Etat,"(以下 、"1170Coup")参 照 。 朝 鮮
研 究 、第3巻(1979)を 参 照 。 他 に も,EdwardJ.Shul七z,"TwelfthCenturyKoryδ:MeritandBirth,"
(以 下,"TwelfthcenturyKoryδ"),JournalofKoreanStudies,vol.9(forthcoming),によれ ば 、
Yejongの 治 世 で は 、 武 官 の 家 系 の 者 で 、 政 権 の 最 高 位 に 就 い た の は 、 わ ず か に1人 だ っ た 。John
DuncaninTheOriginsoftheChosδnDynasty(hereafヒerOrigins),Seattle:Universityof
WashingtonPress,2000,pp.54-55,981年か ら1146 ま で を調 べ る と、 これ ら高 い官 職 の約15%が 武
官 で あ った 。
9.こ の5人 とは 、Kw6nChδnggyun,ChiSim,ChaeIn,UPangjae,およびPangChasuで あ る。
彼 ら につ い て は あ ま りよ くわ か っ て い な い。 た だ し、 こ の うち の3人 は 、1135年 のMyoch'6ng'sの 乱
の 鎮 圧 に あ た っ た。 当 初KwδnChδnggunはYiChagy6mの 怒 りを 買 い 、 そ の 後 、Myoch'6ngの 乱
の 鎮 圧 に あ た っ た.K璽yもsach勉 四(以 下KSC),HosaBunko編,Tokyo:Gakushuin,1960,9:15b,
KS96:29b.Myoch'6ngに対 す るPangChasu'sの 行 動 に つ い て は 、KS96:29bを 参 照 の こ と。 ま た
UPangjaeに つ い て は,:KSC10:28bを 参 照 の こ と。 こ う した わず か な 事 実 を 除 け ば 、 これ ら の人 物 達
に つ い て は ほ とん どわ か っ て い な い。
10.Py6n"Muban,pp.366-367.
11.YiKibaek,"Koryδkunbanjehau/ikunin"illPyδngjesa,p.289note9.
12.個 人 的 な や り と りの 中 で 、 私 に こ の問 題 意 識 を 与 え て くれ た 、JamesB。Palaisに 謝 意 を表 す る も






16.さ らに 詳 しい 議 論 につ い て は 、Shultz,EdwardJ.GeneralsandScholars:MilitaryRulein
MedievalI(orea(以 後Generals),Honolulu:UniversityofHawaiiPress,2000を参 照 の こ と。
17.Uijong'sの 治 世 で の 割 合 を調 べ た 際 に用 い た 基 準 を今 回 も採 用 した 。 さ ら に詳 しい分 析 につ い て は 、
Shultz,"Twelf七hCen七uryKoryδ,"を参 照 の こ と。Ch'oeU'sとCh'oeHang'sの治 世 につ い て調 べ
た 場 合 も 、 同様 の 結果 が 出 る。Ch'oeUの 時代 に は 、 文 官 主 導 の構 造 で官 位 に つ い て い た 者 の25%が
軍 人 の一 族 の 出身 者 で 、Hang.の 時 代 に は、 こ の割 合 が20%で あ る。Shultz,Generals,p.84,p.98.を
参 照 の こ と。
18.HδHungshik,Kory6kwag6chedosay6ngu,p.253を参 照 の こ と。 年 間 平 均 合 格 者 数 は 、Yejong
の 時代 に は22.5人 で あ っ た が 、Sinjongの 時 代(1197-1204)に は28,4人 、mijong(1204-1211)の日寺代
に は27.7人 、 そ して わ ず か2年 しか続 か な か っ たKangjong(1212-1213)の 日寺代 に は35.5人 だ っ た 。
19.ImYuはMy6ngjongの時 代 に 、礼 部 で 役 職 に就 い て い た。 彼 は 、Ch'oeCh'ungh6nの 下 、 文 官 と
して 中心 的 役 割 を果 た した。 彼 は4回 に わ た っ て 科 挙 の 運 営 に あ た り、 当時 、一 流 学者 の 多 くの 選 抜 に
一 役 買 った の で あ る。KS95:35a-b,20:22b-23a,21:11b-12a;KSC14:31a-b.
20.Ch'oeTangに つ い て は 、KS99:3b-4a.を 参 照。Ch'oeS6nに つ い て はK:S99:5b-6bを 参 照 の こ
と。 二 人 は共 に、Myδngiongの 時代 に仕 え た。Ch'oeChhnghδnが政 権 を 握 る と、 た ち まち 二 入 は 文
官 と して の最 高位 ま で 昇 りつ めた 。 二 人 の父 、Yuch'δng,は 、1170年 の 軍 事 クー デ タ ー の 際 も難 を逃
れ 、 軍 部 と協 力 した 。KS99:2a-3a.
21.金(Kim)は 、蔭 敍(protectiveappointment)に よっ て 官 僚 とな った 。Ch'oeCh'unghδnの 下 、 彼 は 枢
密 院(theSecurityCounci1(ch'umirwδnpusa))の初 代 枢 密 院 副 事 と な り、 そ の後 平 章 事(Executive
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(p㌻δngjangsa))と な った 。Chosenkinsekisoran(hereafter,CK),Seou1:GovernorGeneral'sof-
Hce,1933,vol.1,pp.430-433,K:S101:21a,21:16b;KSC14:15a,14:25b.
22.文 民 は 、 軍 部 の 反 対 勢 力 へ の対 抗 勢 力 に も な りえ る こ とが わ か った 。Shultz,"Ch'oeHouse,"p.116
を参 照。
23.Hαijong'sreignに お け る様 々 な 出来 事 につ い て 述 べ る際 、 歴 史 家 は 、 賄賂 が横 行 し、政 治 が 施 政 者
の気 ま ぐれ で 行 わ れ て い た と述 べ た 。KSC14:25b-26aと 同様 の 見解 は 、1218,KSC15:13aのコ メ ン
トの 中 に も 見 られ る。
24.Sinjongが 退 位 を望 ん だ 時 、Ch'oeは 宰 枢(StateCouncilor)のCh'oeS6nと1(iHongsuを自宅 に
招 き 、 それ につ い て話 し合 っ た。KSC14:15b,KS21:17a.Sinjongが亡 くな る と、Ch'oeCh2unghδn
は 自宅 で 宰 相(theStateCounci1)の メ ンバ ー と面 会 し、服 喪 期 間 につ い て 話 し合 った(KSC14:16a-b)。
1206年 に は 、 どの 王 が王 室 の霊 廟 に入 る にふ さわ しい か に つ い て 話 し合 っ た(KSC14:20a)。1208年、
宰 相(theStateCouncil)はこ の 問 題 に つ い て 、 再 度 話 し合 っ た が 、 結 論 は 得 られ な か っ た 、KSC
14:23b.
25.た とえ ば1208年 、H食ijongがChbeUの 自宅 に移 る と 、宰 枢(S七a七eCouncilor)は 宴 に 出席 した(KSC
14:22a-b)。2ヵ 月 後 、 宰 枢(StateCouncilor)は 国 王 やCh'oeCh'unghonと 共 に キ ョッ ク の試 合 を観 戦
した(KSC14:22b)。
26.1198年 、重 房(七heCouncilofGenerals)が召集 され 、 政策 に つ い て話 し合 い 、 そ の 後請 願 を提 出 し
たKSC14:1a,KS20:5a-b,KSC14:1b.Kojongが、 政 権 の 座 につ い て 問 もな い 頃 、 政 策 に つ い て の
話 し合 い が 再 度 行 われ た(K旦22:2a,KSC14:34b参照)。 こ う して1216年 に は 、 契 丹 へ の 軍 事作 戦 を
支 援 す る た め 、 重 房(theCouncilofGenerals)と宰 相(七heStateCouncil)が 合 同 で話 し合 い を行 っ た
(KSC14:45a)。Ch'oeCh'ungh6nは別 の機 会 に も 、 軍 部 高 官 や 宰 相(theStateCouncil)と 話 し合 っ
た。 た とえ ば 、1203年 に は2回 、彼 は 軍 部 の 高 官 や 宰 相(theStateCouncil)と 会 い 、Kyδngju,の 謀 反
につ い て話 し合 っ た(KSC14:11a,11b-12a)。
27.た とえ ば 、13世 紀 の最 初 の10年 間 で 、 軍 人 が使 節 に任 命 され た の は 、1202年 、1204年 、1209年 お よ
び1210年 で あ っ た。KSC14:12a-b;KSC14:18a,KS21:19b;KSC14:24b-25a,KS21:23b-24a;KSC
14:27b,KS21:24b-25a参照。
28.ChangYunmunは、 御 史 台(thecensora七e)に ま で 出世 したが 、 最 初 は 、Injongの 時代 に将 軍 で あ っ
た彼 の義 祖 父 に よ る 蔭敍(protectiveappoin七ment)に よっ て 文 官 官 僚 に な っ た 。Changは 科 挙 に合 格 し
た 。KS101:2a-b,KSC14:3b-4a,andHI(p.192参照 。ChinHwaも 同 じ道 を 歩 ん だ 。(陋
my6nghybniip,vol2,pp.14-16)宰枢(CouncilorofState)に 就 任 したKiHongsuは 、 幼 い 頃 、 作 文
や 書 道 に秀 で て い た。 成 人 す る と、彼 は 、文 官 の道 を選 ばず 軍 官 と な った 。KS101:11a,KSC14:26a.
29.ForI(imT'aesδseeKSlo1:21a-b;forCh6ngSukchbm'ssonseeKSIQo:28b-29a.ある記 録
に よれ ば 、 特 権 階 級 た るCh6nganIm一 族 の血 を 引 くImKyδngsukに は 、 「合 格 者 の うち 、数 年 足
らず の あ い だ に 最:高位 ま で昇 りつ め た10人 以 上 が い た 。 そ の 中に は 、3人 の 元 将 軍 と1人 の新 任 大 佐 が
い た。 こ の よ うな こ とはか っ て 聞 い た こ とが な い 」"ChbeCha,麺p1:7a-b.
30.KSお よびKSCの 編 者 は 、 共 に この 見 解 を採 っ て い る。 脚 注22を 参 照。Kojongも の 治 世(1214-1








35.こ の 調 査 結 果 は 、KSお よ びKSCの 情 報 を も と に作 成 され た。JohllDuncanの お か げ で 、私 が 個
人 的 に確 認 で き な か った 若 干 名 の 出身 を特 定 す る こ とが で きた 。
36.モ ン ゴル に よ る 支配 の 副産 物 と して 興 味 深 い こ とは 、 モ ン ゴル 人 の タカ に対 す る思 い入 れ の 激 し さで
あ る。1(oryδ の 官 吏 が 見 事 な 鳥 に え さをや って い る と、 元 の 人 た ち は 、彼 らに頼 ん で タ カ を育 て 、中
国へ 輸 出 させ た。Py6n,"Muban,"Ch6ngch'i,p.432.
37.SeePyδn,"Muban,"pp.431-446.
38.JohnDuncanは、Hδmngsik's旦angukk倉msokchδnmun,Seoul,1984,vo1.3.に触 れ て 、 武 官
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と文 官 を輩 出 して い る あ る一 族 に つ い て 述 べ た 。 以 下 の もの を 参 照 の こ と。theKos6ngYi一 族,
p.1057-8;W6njuWδn一族,p.1062;OnyangKim一族 、p.1083,p.1179;お よ びAndongKim
一 族 、p.1137.文 官 一 族 と 武 官 一 族 の 婚 姻 の 例 に つ い て は 、WδnjuW6n一 族,p.1062;Kongan
H6一 族 、p.1066;P'y6nggangCh'ae一族 、p.1087;P'y6ngyangCho一族,p.1103;お よびOnyang
Kim一 族 、p.1179.こ れ ら情 報 を提 供 して くれ た 、JohnDuncanに 謝意 を表 す る。
 [Abstract] 
Courtiers and Warriors: A Search for Equilibrium in Kory6 Society 
                    Edward J. SHULTZ 
                             University of Hawai'i
Warriors founded both the Koryb kingdom in 918 and the Chos6n kingdom in 1392, 
but courtiers, men of letters, established the norms of these two societies. This paper 
studies specifically Kory6 (918-1392), examining the dynasty's search to balance the 
warrior and the courtier. This was not an easy task for although it was the force of 
the warrior that unified Korea, the new leaders understood the necessity of introducing 
civil institutions and promoting men of administrative talent in order to govern. By 
the middle of the eleventh century, courtiers dominated Korya and great, civil aristocratic 
families monopolized government offices. Kory6, adapting the norms of China that 
called for civil supremacy, enjoyed a long period of peace during which the status of 
the military steadily declined. Generals and soldiers struck back and took control of 
the kingdom for 100 years from 1170 to 1270. The new commanders introduced a 
number of institutional changes that had a striking resemblance to developments in 
Japan at the same time. But even during this century of military rule, the generals, 
realizing that they could not govern effectively without the aid of scholars, reaffirmed 
the importance of civil values. In Kory6s final century, which saw direct Mongol inter-
vention, the kingdom achieved a balance between the warrior and courtier. Although 
civil norms remained the aspired tradition, military officers garnered respect as the 
warrior and courtier achieved a balance in which they worked with each other in 
governing the kingdom.
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